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目に見えない敵に脅かされた時、人間の本能は、あたかもそこらじゅうに敵がいるかのように感じさせ、私

たちと同じ人々までもを脅威とみなしてしまう危険があります。1630ペスト流行時 

ミラノを襲ったペストの流行について書かれた『許嫁（いいなずけ）』より  

 

今回の新型コロナウイルスでは、「動物からの感染

じゃないらしい！」「ウイルス兵器の実験中だったも

のじゃないか？」などと SNS で発信しているメディ

アもあった。原因を突き止めなければ気が済まない人

たちが根拠もはっきりしていない中でフェイクニュ

ースを拡散した。 

「隣人や自分と同じ土地に暮す人々を、敵と見なす

か？同胞と見なすか？で人々の行動がかわる」という

のは自然災害時に良く言われることであるが、ウイル

スのように目に見えない恐怖では、見えている「誰か」

を危険な存在だと見なし、排除することで、恐怖から

逃れようとする心理が強く働く。 

車内で咳（せき）をしただけで怒号が飛び、ドラッ

グストアの前ではマスク購入を巡る取っ組み合いの

けんかが起きた。ある人は電車の中で咳をしたら「周

りからどんどん人がいなくなり、殺されそうな目で見

られた」と嘆いていた（その人は難病があり乾燥した

空間に行くと咳が出るので、常にマスクを着用してい

たそうだ）。 

中華街には外国人を罵倒するビラが送りつけられ、

コンビニのトイレでは盗難防止ということで、トイレ

ットペーパーに鎖が付けられていたところもあった

そうだ。緊急事態宣言が発令されたとき、ドラッグス

トアの店員さんが「コロナより人間がこわい」とツイ

ッターで悲鳴を上げ、多くの共感が集まったが、その

根っこにある心の動きは過去の感染症流行時とまっ

たく同じだと言われる。ドラッグストアの店員さんは

殺到するお客さんとの対応についてツイートした。 

「今まで優しかった人々が、殺気立って、とにかくイ

ライラをぶつけてくる。『次の入荷はいつ？』『いつも

ないじゃない!』『一個くらいとっておいてよ』と電話

でも、対面でも何度も何度も聞かれ、そのたびに『す

みません』『申し訳ありません』と頭を下げている。人

が鬼に見える。正直ノイローゼ気味だ」と書いた。店

員さんが「今まで優しかった人々」としていることか

ら分かる通り、幼稚で暴力的な言動に走るのは決して

「特別な人」だけでない。 

 恐怖に煽られれば煽られるほど、人の生存欲求は掻

き立てられ、利己的な言動が引き出される。自分でも

驚くような大きな声を出してしまったり、後から考え

ると反省しきりの行動をしてしまったりする愚かさ

を、私たちは持ち合わせている。これは実に恐ろしい

ことだ 

 また感染拡大が増加したころ、医療機関が感染した

患者に対応する機会が増えたことと院内感染の疑い

が広まったことで、感染患者を診たというだけで、医

師や看護師など医療従事者が誹謗中傷を受けるよう

になった事例が報告された。 

 医療従事者への風評被害として、「感染者を診たと

いうだけで、『あそこにはいくな』という風評が広まり、

休診せざるをえなくなった」「感染症患者の対応をし

ている施設の職員というだけで接触を拒まれた」「ク

ラスター（集団）感染が起きた施設の従業員の子ども

が学校でいじめられている」などというニュースが伝

えられた。 

 これから私たちは新型コロナウイルス対策を取り

入れた「新しい生活様式」というものを考えていく必

要がある。今一人ひとりが責任ある行動とは何か、よ

く見極めて、冷静に判断することが何よりも大切なこ

とである。お互いに助け合い、社会のためにがんばっ

てくれている人たちを誹謗中傷することが決してな

いような社会にしていかなければならない。差別や偏

見がはびこるそんな社会にしては絶対にならない。 

 

 



２期制前期の取組 ~7月からの取組～ 

１ 安全対策（ウイルス対策・熱中症対策・災害対策・交通事故対策・不審者対策・物品管理対策） 

  ⑴コロナウイルス対応として手洗い、うがい、消毒は継続して行っていきます。学習指導要領では各教科と

も表現力や知識・技能などの能力の育成を求めていますが、３密を回避しなければなりません。現状を考

えると、難しい対応が数多くあり、常にリスクを考えながらできる限りの対応を図りつつ授業を進めてい

きます。 

⑵この夏もかなり暑くなるという予報があり、また自宅自粛期間が長かったため、身体が暑さに順応できて

いない状況と、体力自体も落ちています。また、マスク着用の中でもあり、例年以上に熱中症対応に留意

していきます。特に、運動部に関しては最大限の注意を払っていきます。 

  (3)災害対策（デイキャンプ）、災害時の対応について、特に近年の台風や爆弾低気圧による防風雨被害につ

いて、避難する場合の適切な行動や防災について学んでいきます。 

  (4)交通事故、特に自転車での事故の注意喚起を徹底し、自転車事故ゼロを継続目標とします。 

  (5)不審者対策、登下校時の対応や留守番時の不審電話の対応について安全指導や学活等の時間の中で深めて 

いきます。 

  (6)物の管理については、記名、ロッカーの整理整頓等を通し、自己管理能力を高めていきます。 

２ 授業対策   

(1)学習の遅れを取り戻しています。（年間を通し、４０分１コマで一日７コマ、７時間授業を実施します。） 

 また、予習や復習にホームページのグループスペースもご活用ください。 

※給食は、６月と８月は給食費を徴収しません。給食費を徴収するのは、７月と９月以降で、１・２年生

は１４６日分、３年生は１４２日分が対象となります。 

   ※実技教科の中で、理科の実験・音楽の合唱・技術の工作作業・家庭科の調理実習・体育のグループ活動・

美術の作品作業は、特に３密になりやすい単元ですので、随時工夫しながらできる範囲で実施していき

ます。 

３ 前期の主な予定 

・部活動保護者会  ７月１８日（土） 

・三者面談     ７月２８日（火）～８月５日(水) １、２年生の学校生活相談と３年生の進路相談 

・夏季休業日    ８月８日（土）～８月２３日（日） 感染対策・交通事故注意  

・３年生修学旅行  ９月５日（土）～７日（月） 実施に向けて準備中 

・道徳授業地区公開講座 ９月１６日（水）  

・第１回定期テスト ９月２３日（水）～２５日（金） 

・前期授業最終   ９月３０日（水） ※ 通知表所見は夏の面談に代えさせていただきます。 

 

２期制後期の取組 ~１０月からの取組～ 

１ 後期の主な予定 

  ・後期授業開始   １０月１日（木）～  通知表配布＜１０月９日（金）＞ 

  ・学校公開日、３年進路説明会      １０月１０日（土） 

  ・二者面談（１・２年）、三者面談（３年） １０月２３日（金）～３０日（金） 

  ・第２回定期テスト １１月１１日（水）～１３日（金） ※ １２月以降は、次回に掲載します。 

２ 後期の主な予定変更 

  ・運動会      １０月１７日（土）に実施 

  ・２年職場体験中止 ＜１１／２５（水）～１１／２７(金)＞ 

  ・合唱コンクール  令和３年３月１２日（金）麻生市民館にて午後実施 


